
厚生教育常任委員会 

日時：令和６年３月13日（水） 

厚生教育分科会終了後 

場所：第１委員会室 

１ 付託議案の審査 

○議案第10号 令和６年度島田市国民健康保険事業特別会計予算 

○議案第12号 令和６年度島田市休日急患診療事業特別会計予算 

○議案第13号 令和６年度島田市介護保険事業特別会計予算 

○議案第14号 令和６年度島田市介護サービス事業特別会計予算 

○議案第15号 令和６年度島田市後期高齢者医療事業特別会計予算 

○議案第17号 令和６年度島田市病院事業会計予算 

○議案第20号 島田市手数料条例の一部を改正する条例について 

○議案第23号 島田市災害見舞に関する条例の一部を改正する条例について 

○議案第24号 島田市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例について 

○議案第25号 島田市介護保険条例の一部を改正する条例について 

○議案第26号 島田市指定居宅介護支援の事業の人員及び運営に関する基準等を定

める条例の一部を改正する条例について 

○議案第27号 島田市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予

防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例の一部を改正する条例について 

２ 所管課からの報告事項 

○健康福祉部 

・国保年金課 

島田市国民健康保険税条例の一部改正について 

  



○こども未来部 

・子育て応援課 

島田市こども家庭センターの設置について 

・保育支援課 

島田市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を

定める規則の一部改正について 

○教育部 

・学校教育課 

スクールバスのエンジン認証不正に係る和解について 

・図書館課 

ユーコープ島田おびりあ店閉店に伴う工事について 

 

３ その他 

 



令和６年３月 13 日 厚生教育常任委員会 国保年金課 

 

国民健康保険税に係る令和６年度賦課変更点について 
 

 

 

１ 低所得者に係る軽減判定所得の引き上げ 

（令和６年度課税分から実施） 
 

内容：均等割額・平等割額の５割軽減・２割軽減世帯の軽減判定基準額の引き上げ 

 

 

 

２ 課税限度額の引き上げ（令和７年度課税分から実施予定） 
 

  内容：国民健康保険税の課税限度額の引き上げ（後期高齢者支援金等課税額） 

 

 

※令和６年度の後期高齢者支援金等課税額の課税限度額については、令和５年度税制改正

に伴う引き上げを１年遅れの適用として２万円引き上げている。 

区分 
令和５年度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度 

前年の所得額 前年の所得額 

７割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円     以下の世帯 

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円       以下の世帯 

５割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円＋被保険者数×29 万円            

以下の世帯 

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円＋被保険者数×29 万 5 千円  

以下の世帯 

２割軽減 
基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円＋被保険者数×53 万 5

千円           以下の世帯 

基礎控除額（43 万円）＋（給与所得者等の 

数－１）×10 万円＋被保険者数×54 万 5 千円

以下の世帯 

区分 令和５年度 令和６年度  
令和７年度 

（予定） 
改正内容 

基礎課税額 65 万円 65 万円  65 万円 据え置き 

後期高齢者支援金等

課税額 
20 万円 ※ 22 万円 

 
24 万円 ２万円引き上げ 

介護納付金課税額 17 万円 17 万円  17 万円 据え置き 

合 計 102 万円 104 万円  106 万円 ２万円引き上げ 









令和６年３月 13 日 

厚生教育常任委員会 

教育部学校教育課 

 

スクールバスのエンジン認証不正に係る和解について 

 

１．概要 

  令和３年３月に島田第一中学校の登下校用に購入した 29 人乗りスクールバスに

ついてエンジン認証不正に係る燃費不正が発覚し、車両販売元の日野自動車株式

会社が、車両を購入した島田市に解決金として提示した 10 万円を受領するもの。 

 

２．経緯 

  ・令和３年３月  日野リエッセⅡ（静岡 200 さ 1165）購入 

  ・令和４年３月  日野自動車社内調査により、燃費性能をよく見せるための不

正が発覚 

  ・令和５年 12 月 不正に関する補償として日野自動車から解決金 10 万円を支払

う旨の解決金申請書を郵送にて受領 

  ・令和６年２月  和解案を受け入れることを、市長の専決処分２月２日決裁 

           ２月８日に解決金申請書を送付 

           １か月か２か月半後に市が指定した口座に入金予定 

 

３．解決金受領に至った理由 

  ・発注時の仕様書等に燃費性能についての要件は示していない。 

・実際の燃費については、道路状況、天候、運転手の技術等によるところが大き

く、データ上の燃費で走った場合どの消費燃料の差を算出することは困難であ

り、当該不正に起因した客観的な損害額を請求することができない。 

・自動車会社からは、不正に伴う燃料消費率の乖離値を基に、商用車の特性を考

慮しつつ車種別、エンジン別に補償額を提示してきた。 

・提示された額は、こうしたケースにおける一般的な解決金の額として妥当であ

ると判断し受領することとした。  

 

 


